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この調査は，北侮道総合開発の一環である，

地下資源開発のための基本調査として，北海

道に調査を委託し，道 \'1:地下資源調査所にお

いて，実施したものである(

昭和 34 年 3 月
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L万分の JFri・ ~I雪苫小牧(札幌ー第日号)

北海道立地下資源調査所

北海道技師土居繁雄

はしがき

この「司J\IFf\0児 lリ土，昭和 33 イド 6)] から Hfi平[1 34 1，ド 1 月にわたる約 66 FI 問におこなった，

町斗調査のたJ;14を整 fin して，その+u:E'Z£を間(!?したものであるの

こいとい

町外調古は，人fi:(';ーが大部分をすさ怖い小糸魚川 7frCh'~の調去には，北海道大学開学部地質
レ}.ろふつ

ヴミ鋭;物学教室の;11]' 間三男|寺 I:の， in払原野の水上型地官の調査には，北尚道立地下資源調査

jiJ，[の dru久之助技filii ， f牛朕厳J州市，一;間瀬洲:ぇ AlIi，横rfr 史て技術tit]の，それぞれ援助をう

け 7こ O

報F?にはいるに先だち，野外調査にあたって援助をたまわった，舟橋三男， rLr口久之助，

小原常弘，佐藤前，二間瀬例，横r If央A二の各位に，厚くお礼を申しあげる。

I {ikifltb よび交通

このPHf~のしめる Ji~hr~は，北梓 42 'J 30'~42ハ40'， 司王粍 141 °30'~141ο45' の :PiJ@I!である

行政(I\]には， )J1 l i長州j の行帖で， 全tt~J戎が r't1j"ノl 、Wnln i二回するつ

交通は ， I'<:jlr白地h'~の北市 ~~ijか ι 山小牧市をへて，向岸線にほぼ平行に I可供主嗣本ねが，

ゅうふつ さまに

また， ;t~i·小牧市より括払をへて， 11I~Jj の椋 i以に通ずる \l~ 鉄日 I"J 本械が，それぞれ通じてい

る η これらの扶道と並行して，目見沢から主 l捕に， -， I， fi 小牧から椋似にいたる l:1 i! 道が走って

いる(このほか， I小j、 1/;( fIi白から火ー坊間iまで p-j 動車道路が閉さくされており， -If~i小牧市沖

パスが起行している。また，現在、から男払原野を横ぎり， ;Jfの端lこ通ずる国道もあるつさ

らに，北西部の丘陵性山地の谷にそっては，吉村mの 1'1 動車道陥があってこの地域の交通

は，ひじように便利であるれ
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II 地形

この閃1隔地域を大まかにみると，つぎの 3 つの地Jf~lX:にわけることができる。

(1) I苅幅地域の北西-却をしめ，小さな起伏に 7~; むが，切峰 l~i は平1F tで台地状地形を豆し，

河谷が深く刻まれている山地 ;Iif 。

(2) 閃幅地域の南部および北東部をしめ，石狩低地借;につらなる沖積平野 c

(3) 海岸線にそって発達している砂丘地帯っ

(1) は，標 I苛 20m ていどから， しだいに高度を JFl して，標 l司 100m ~と達する台地状の

rfr 地からなる地域である。第四紀洪積世に属する火山砕屑 TJ 煩からできていて，これを，

第四紀沖積世に属する火 rfr 砕屑物が，広くおおっている σ

(2) は，石狩低地， li? につらなる if/ q古平!:[!.H li で，この地域が海 7)<.1 岡下.にあった当!I !j' の if/ I桔

Jif: 積物からなり，最新開!の火 rLJI 史層でおおわれている η なお，北両部の台地状 r Lr 地を深く

変IJ む河川 lこそって， 'I巳 j位ilf' 積i市が発達しており，現河川によってもたらされた，河 q~Jif 荷

物からできている(

(3) は，太王 r~' (，·f!~にそってず・行に発達しており， ii+J;j(の i:'; 川上 {I I:) 刊によって形成された，

砂丘 Nf' 積物からできている《ととろによっては，平行に数条みとめられ ， 11ijn~ *~;~の格りか

わりを物託っている(

水系の主なものは，北VEi部地 hM では， との阿 IPri{ の北河につらなる!時限|叉 j'rh\ r樽 J1i Id rJ の
こいt-.い

巾にそびえる樽 :1 引く rfr の ]1r 麓に仰を発し，北河から取刊に流出をとる小糸魚川や山小 !jl< 川
ゅう Z、つ

などがあるつこのほか，東部地域の ir[ 1積平.t rl.ffiTを，北から市に流れる明-t !\JII がある η

また，地域の北西部の台地状 rfr 地から iljl 積子.t Il. 而にうつる fJill や，市部の勇払付近には，

小さな Nillm が人， Ii 、 (I: しているぺこれらの川市は， ilfl 陪世の出伎をしめしている化石川であ

る

III 地質概説

この地 12M を構成している地 IN 系統は，模式杭状凶(第 1 Eどりに， しめしたようなもので

あるぺ

前I~LI 紀洪積世に屈する火山 M4 屑物は，この EXl 幅地域をふくむ，両市北海道の東部地 f戒に

広く分布している支笥火山 l噴出物である とくにとの j也同では，北刊部の台地状山地を構

2-



時代 l 層 序 柱状図 イh寸，γ ヲ仁ヲコ 百LU 賢 代出活動

倫明~ 1 1:ん日9 I)，一す野一 土仁 干iし件丘 積 寸寸川相川刊'
樽

11')

現河床堆積物
/';,
山

樽前降下軽石 1住積物
i舌

四|

重カ

世 J中積層 研膿質粘土砂

E 更新世 豆曲平軽石 瓦地語伊 物 吋寸寸叶什 ι剖 軽火 石山一様世灰灰一山
動活

第 1 園 出小牧地域模式柱状図

成しているもので，支局火山噴出物のー構成貝である思乎軽石流Jif:.積物が発達している c

この山地を支iJんで=流れている河谷の斗庄にそって呼出している c

沖積世に属する地層は，勇払原野に広く分イIi しているいわゆる沖砧層と，神 liU火山の n白

III によってもたらされた時!}fj火山噴出物，および， j毎日さにそって発達している砂丘堆偵物

とにわけられる。

<'I t積層は，疎・砂・粘土，火山氏質粘土，火山氏，泥足の互層からできており，取新聞1

の樽前降下村石ヰ);積物でおおわれている。なお，河川の沿岸に発達している現河床堆積物

がこれに属する。

樽!山火山噴出物は，料不i?凍および、火uriリくからできており，図幅地域の全域をおおって，

広く分布している。この堆積物は，分級作用をうけており，あきらかに降下粁イゴ堆積物で

ある。

砂丘Jif~積物は，太平洋il~にそって発達しているが，とくに，苫小牧i1j街地と同鉄1Jj払駅

の中間地域には，数条みとめられるコ おもに，海浜の砂から構成され，標l高は 8m Iこも

達している。

IV 洪積 i止火山噴出物

西南部北海道の東部地域には，文努 Ilil] を中心として，文笥火 rfr 噴出物が広く分布してい

る)この!， %\INJ 地域にも，ほかの地J: nj{ と同じように，北 JJ l:. j 部の台地状山地に，文ヨ j火山噴出

-3-



物のー構成員である思千恒石流堆債物が発達している ν

IV.l 豊平軽石流土佐積物 (Sr)

こい旦い

この地域の北阿部にある台地状山 J也を ， 1京く叫んで流れている小糸魚川・小泉の沢およ

びスノ沢などの各河川にそって発達して l) る急出に， ji!引tl している。このほか，台地状 rfr

1也から('1 1債I附こうつりかわる急出にもみられる υ この.r w植物のド I\H および卜北の地層は，

脱出しているところがないので不明である。 また，この Jjf ，植物は， 1 枚~2 枚の化イ iJ:J 誌

をはさんで，神的火山\I員山物のー構成ばである持前|年下 '!iii 石J1目立物で不整合におおわれて

l) る

lI {f 吠色を宝し， 'Ii.f 行自集 J忠 Vc;.~ 尺のものである。 肘石陳のあいだを，ひじように判しよう

な火山氏でうめたものであるのなお， 1if石i珠のほか，火山!行の小さな 1喋や，スコリアなど

をふくんでいる。この堆債物は，全般を通じて岩本日の変化にとぼしく，ほとんど層理をし

めしていない。

第 2 図 豊平軽石流堆積物と持前降下車玉石 J仕積物

Sr: 豊平軽石流 lit 積物

Tv: 神前降下軽石堆積物

Fs: 化石土壌

-4-
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9-3jムiliO吋の;1/ 1砧''I':.H -l.1白iを構成している地

1£1系統は， {Ill積層である。また，まえにの

べ7こ盟、p ，[\t石tJiU1f~積物を不整合におおい，

{I/ l積層を広くおおって発注している樽 l均[;if

下車玉石堆積物がある。さらに，地域の北岡

部にある台地状山地を流れている河川の治

J手 lこは硯河!よNt積物が，また，海岸線にそ

つては砂丘1'it積物が，それぞれ発達してい

る c

沖積層 (AI)V.I

まえにものべたように，沖積層は勇払原

野lこ)よく発達している c おもに砂質粘土，

砂，砂利，砂不Ij交り砂 ， iJtJ ミから構成され

ており，層 j、uの交イじがしユちじるしい。本 JJi'

の rr rII 久三一1J)Jおよび小原市弘による屯気J架

この地層の!日1 さは出 3
査のお1i叫によれば，

|叶にしめしであるように， 12111 から 55 111

したがって，そていどまで文化している

の卜 "1\(( こ先 jJi している ~j l;f古!告の t·jlii は，均三

なり，侵蝕作用をうけているのしかし，全

献を通じて (Ill 慣屑の序さが 20m から 30m

までのところが多し) (> iJtLJa 員は ， J\ L地点か

ら 2.5 m~3 m ていどのところに位置して

話

ノ

一

、

判

この地域のどこにでも追おり，ほとんど，

5-

跡できる。その厚.さは 1m 内外で，この地

j或での一番i去し九千ir;j(層となっているし
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また，現地去にはn;~ さlO em から 25 em ていどの黒色のJ直上が発達している。この埴

土のトイ立には，序さ 1m riij後の粁石J#:干 I物がみとめられ忍 υ この粁行J堆1官世t債物は，あとか

らのべる樽}前j(凶(白:火 1山Ir日噴員出l山U物の一

型野f- 労払原野、 ーに分イIi している樽前昨ト'I[!玉石堆積物を削除し， {~I~積層として塗色して

おしヰこ O

V.2 樽前降下軽石 ltt 積物 (Tv)

この Ji[ ，植物は，この地 h;~ の北凶部をしめる台地状 LUJ 也に広く分イ Ii している。このほか，

見仏出野 lこも)よく発達している。この fit 積物は， ft~ il i]‘火 dr が，俗結凝り〈若や恒石流 lit 積物

をl噴LI\したあとにもたらしたものである ω まえにのべた佳子恒石流 J住民物を， 30m てい

どの厚をもっイじ石土壌をはさみ，不整合におおっている。なお，この堆積物のなかに， 1

枚ないし 2 枚の化石上濯をはさんでいることから，少なくとも 2J去の，腐fu'r土を形成する

ようなかなりの時間間隙をおいて， Ijif1jを ni:r出したものと考えられる。

軽石堆積物の)手さは， I立j' ，rrl の東から北両方の神的火山の位置する}jlilJ~こ， しだいにその

厚さを唱している υ また， l )irf!枕の大きさも，厚さの変化と同じように，地域のJii1J1リより

も西側にゆくにしたがって，大きくなる傾向をしめしている。

r~t石倍程は，淡黄色または!リ〈白色を呈し，多孔性のいちじるしい， rJ;illi蝉イj紫 ~~fr平イ5:6;山

岩質のものである。

V.3 現河床堆積物

この地域の北凶部を占めている台地状If f地を流れている，各河川の河!ぷ IfJi を構成してい

るものであるハ河川の流域に発注している地層，とくに時 Ijlj 火山 lft\/l\ 物および、悼平粍石 ijii

fit 植物から供給された，いわゆる河!末陳である。礁は，人呪大以下のものからなり，とく

に挙大のものが多い。このほか，わずかに輝石支山岩の角牒，ユコリアおよび、火山開など

をまじえている。

V.4 砂丘堆積物 (Sd)

すでにのべたように，向山線に平行に砂 Iヱが発達している。砂丘の規模は，標高 401-­

601 ていどのもので，ところによっては標高 8m にも達する。

持成物質は， ~)之社ミによって淘汰された，主 IJJ 位から lilt 立の海浜砂である。
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VI 応用地質

この地域は， JX笥火山口貞出物をはじめとして，第四紀層が厚く発述しており，いろいろ

の布用鉱物をふくむとみられる第三紀層は ， i'Jii く堆積されている υ したがって，地卜.資iu;t

としては，みるべきものがな ~)o

それでも，%A払原野の弟凹紀層の Il iIこは， 11JrY~'I'Uくホガスの\li~ イf tJ~)、けられており，また，

海岸にそって，貧弱ながら海浜砂鉄層がみとめられる。

さらに，近年になって，出小牧Iiiでは工業j告の建設工がおこなわれており，北lhj道の

垂要な工業地帯となってきている ο したがって，工業}tj水や飲料川水がs1:'止な|吋Jillの 1 つ

となっている c

つぎに，これらについて説明を加えておく

Vl.l 可燃性天然ガ、ス

l可燃性ノく然ガスは，男Jム!京野の地表から 40m~80m のさにある洪積層の中にふくま

れており，地下水とともに1' 111良する共71<.'1'1: ガスである() iA:牒厳・一間瀬訓・横rfr 史斗およ

び島出忠犬・矢崎清貴らの調査資料ーによれば， この地域で， I失J f!lH!Sにグユの徴イl先がみとめ

られる地1)(は，~払から i(Jの端にかけた地帯，および，--'!~i小牧駅西ノ〉から小糸魚にかけた地

帯である。とくにガスの浪集地域は，ソJ払 liT街地!、Llliに偏している ι

第 5 図 調査井分布|ヌ1 (fir.牒!前・二i141瀬川 °1'黄rJ II比二による)

自噴水頭は，一般に高心地表上 0.5 m--3m にも達し，湧水量も多い c ガス水比は士宮

論1位以下のもので， とくに深度 100m 以 i二の JA J[:では，その '[I\! は小さし h

わ
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後のものが多いυ また， CO2 の含有ギは，ほとんど 2%以下で，ひじように低く， N2(残)

ガスが多い。

第 1 去に示しである，)Jス[、l下j古水や地下水のヰl にふくまれている HCO，j- ， freeC02，令

炭酸， Cl-, S04--, N02- , NO,J-, KMnOμ:ons ， NH4-, Fe++, Fe+++ , Ca++, l'v1g+七

disCH4, disO2, disN2(残)および水温などからみると，地化学的には第凶紀ガス鉱山

の持ちょうをしめしているが，ポデン己/ャリアィーが低い。

したがって，可燃性天然ガスの開蔵呈については，あまり期待はもてない。

VI.2 砂鉄

この地域の海浜砂押、層については， 1954 年 lこ，鈴木川・鈴木 j札た・大 IHJ 北」郎・早川彰

らが調査している。その要旨を，つぎにのべる。

海浜砂鉄層は， -r'Lti 小:1::<工業港建設付近の海岸，約 100 m の問にわずかにみとめられるひ

このほか，苫小牧市街地の丙方約 400m のところにある，防波堤付近からさらに西方 1，000

m 以内の海岸にそって，わりあい良質の砂鉄層が発達している。

前者は，規模が小さく，平均品位は Fe 14.40~;;， Ti020.81;:;;，および Fe 16.48.'?;,

Tio26.4 4.% である。稼行の対象にならない c

後者の砂鉄層は，深さ平均1. 5 m の砂層の中に，厚さ 5 cm--7em ていどの砂鉄層が 3

枚--4 枚はさまっている。 全平均品位は Fe 37.18~;;， Ti0 2 6.44 タ， S0.08~;;， P0.07%

で，推定説、註は 9，800 q;(Fe15%)ていどである。しかし，ここは漁港となっているの

で， j主摘に当つては，いろいろと同胞があり，おそらく私行はできないであろう口

VI.3 地下ァ jく

!J- jj ム原野は， III" 債層の司 l の j長処地ドノ 1(，および洪偵層の中の地下 1]( ともに同市である υ

なお，ソ 3 jl\JJ~~ 野の地卜ソ J<. につ G\ て，北海道 \I ，~地|ご資 iJs; l調査 lilT の rr rLJ久之助・竹雌厳・二|叶

j粗削・小原市弘・横山英二らが調査をおこなっている。その要旨はつぎのようなものであ

る。

I，!'積層の中の地下水)白iは， j也長から 2m~3m の深さのところにあるコ水質は，鉄分、が

多く不良である。また，水温の年間段差も大きく，飲料水としても，工業用水としても不

適である。

洪積層の中の被圧水は，地表からの深度 184m までの問に，厚さ 5 m--40m の難透水

性の HiUl 層が 3 層--4 層あって，それぞれの間に， 4 層の nさ 5m--20m の被庄市水層が
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爽(f::している。

帯水層は，第 1 被任地下水群は iJlit支 40 m~60 m，第 2 被)E地下水群は深度 80 m~100

m，第 3 被IE地下水群は深度 125 m~145 m，第 4 被II:地下水群は深度 150m 以深である。

水質は，出小牧市街地にある深度 98 m~160 m のもの 13 個所，勇払 Ilii主jJ;也にある限度

108m~184m の 7 個所， II司鉄糸井駅にある深度 140m の 1 個川の開さくされている掘抜

井戸についてノrJ(J日分析をおこなった結果，第 1 去にしめしたとおりである。すなわち，弱

アノレカリ性で， C1-8mg/l前後， TotalFetr-0.5mgll, NH4+0.5........3.5mgil, KMn04

cons10mg/l--40mg/l が検出され， S04 一， N02-, N03ーは検出されないじ

したがって，水質はやや良好なものである c
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第 1 表地下水調子t 一覧去

LN|casいd gass(川
OC l"J O 所在地

E02!lOハ2ゥ7lCnHハmハ Cff4 /N;-e同
T- 1 糸 井駅 A')!A'71 AAI

T-2 佐 羽内 一一一

T-4 消 防署

T-5 大 黒湯

T-6 岩倉組社宅 15612.5

T-7 今野宅 rj( j I15012.0

T-8IH 本通運航 148

T-9I7; 才湯 1311 -

T-10 池川宅柏 17412.01

ー 川 枝 16イatl!i-- Il
T-121 -1 業高校 98

T-13 前適寮 |ω-

T-14 一本松保線区 1061 1.5

U-1 弁天湯 1811 4.0

ト 2 上水道水源 1:;140 -1 - -l
U-3 バルプ事務所 1501 -I24.9GI0.86 I11.9i 7.5' 445; 91 7! 01 0.01 0.01 0.931 4.30 27.0 22.01 35.01 1.071 36.61 0.63! 12.310.71 1.6 0.51 58.31 38.91

U-4 バノレプ配給所 1501 -

U-6 バノレプ社宅(6[天) 143 - 03 02 0.0 56.8 4282.ZG

U-7 緬羊牧場 10812.0!46.8GI0.72 I10.61 7.61 4331 91 61 01 0.01 0.0 2.00: 4.071 19,0' 21.01 39.01 0.571 40.31 0.531 19.910.61 0.8 0.0 吋
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

Scale, 1:50,000

TOMAKOMAI

(Sapporo-53)

by

ShigeoDoi

<GeologicalSurveyofHokkaido)

Resume

TheTomakomaisheetcoversanarealyingbetween.10ー:101 and

42ー40'N. lat., andbetween141ー30'and141ー45'E. long. , whichbelongs
tothesouthernpartoftheIshikarilowland. Thefieldsurveybegan

inMay, 195'1, andcametoanendinJanuary, 1958.Thisexplanatory
textisbaseduponthatfieldworkanddealsbrieflywiththestratigｭ

raphyandundergroundresourcesofthisdistrict.

Geology

Asabovestated, thisdistrictismainlycomposedofQuarternary
deposits;whichisdivisibleintotwogroups;thelowergroupsofthe

PleistoceneconsistsofToyohirapumice flow, uppermostofShikotsu
volcanics, whereastheuppergroupdividedintofOUfmemberstheAIｭ
luvium,Tarumaipumicedeposits, riverandsanddunedepositsinascendｭ
ingorder.

Sanddunedeposits

RiverdepositsofRecent
Recent

Tarumaivolcamics-'farumaipumicedeposits

Alluvialdeposits

Pleistocene {Shikotsuvolcanics-Toyohirapumiceflow
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Toyohirapumiceflowisvariableinlithiccha~ ・acter fromplaceto

placeasfollows:itisusuallylooseandsometimespumiceousaggl0 ・

merateorevertufaceousinupper, alldarkgreyincolour.
TheAlluvialdepositsarewidlydevelopedatYufutsu 司plain ， and

chracterizedbysuchsedimentsassandyclay, sand, gravel, volcanic

ashandpeat.Itislocai1yfossiliferous.

TheTarumaipumicedepositsliesunconformablyonthepreceeding

deposits, anditisfarfromdoubtfulthatthevolcanoTarumaibegan
itsactivityatthelatealluvium. Materialsofthesepumicedepositsare

ash , pumice, scoriaeetc., andremainunconsolidated.

TheRiverdepositsofRecentcoveringthealluvialplainsareglavel,

pumiceandvolcanicashderivedfromtheShikotsuvolcanicsorthe

Tarumaivolcanics.

Sand-dunesarealsodevelopedalongthecoastal zone, consistsof
fineandmediumgraindsand.

AppliedGeology.

AsthickPleistoceneandalluvialdepositscoverthewholearea, the
Tertiarydepositsinwhichwecanexpectmineral resouces, arenot

developedinthissheet. Butthenaturalgasdistributesineasternpart

ofthismappedarea.Howeverthisresorvesarenotineconomicimporｭ

tanceowingtoitssmallvalue.

Placermagnetitedepositsarelocallyformedalongseacoast, which
wasnowarked.
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